様式第2号（第6条関係）

提出日：2026年5月31日
　

安芸高田市起業支援事業計画書

1.起業者氏名（法人代表者・個人事業主となるものの氏名）及び住所
	ふりがな：あき　たかひこ
　氏名　　：安芸　高彦
　住所（書類送付先）
　〒731-0592
　安芸高田市吉田町吉田791　〒731-0592安芸高田市吉田町吉田792 安芸　高子　宅（書類送付先）
　TEL：0826-47-4024　　　　　　　　　　　　　　（携帯）000-111-0000



2.事業内容概要
	・法人名/屋号（予定可）
　　「ふわっと幸せ、あきたかたのパン屋さん」
　・事業所所在地及び別添位置図（予定可）
　　〒731-0592
　　安芸高田市吉田町吉田791  位置図を別添で添付
　・法人設立日（法人登記申請日）
　　または個人の場合は開業予定日　　　　　　　　2026年9月1日
　・事業開始日（実際に営業を開始した日または開業届に記載の日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　日
　・法人の場合は資本金の額　　　　　　　　　　　　　　　　万円
　・業種（日本標準産業分類による分類）
　　分類番号：大分類I 卸売業・小売業 中分類58 菓子・パン小売業 小分類586 パン小売業
　細分類5863　製造小売り
　　　＊大分類はアルファベットの後に業種を、中・小・細分類は数字の後に業種を記載
　・起業動機（目的や動機、起業することを決めた理由）
　介護福祉施設で5年間勤務した後、〇〇会社で5年間営業職をしていたが、長年の夢だったパン屋の開業を目指し、現在は広島市内のパン屋でパートとして働いている。吉田町の出身であり、いつかは出身地で創業したいと思っていた。
安芸高田市内でのパン屋はある程度の数があるが、介護用食パンなどは高齢化社会を迎えニーズがあるのではないかと考えている。パン屋で培った経験と、介護福祉士資格や栄養士・調理師の資格を活用でき、パンの製造販売を具体的にイメージできるようになったので、安芸高田市で開業することを決意した
　・事業コンセプト・将来ビジョン等
安芸高田市の豊かな自然と人のぬくもりに包まれながら、毎日食べたくなる柔らかい食パンを丁寧に焼き上げ、地域の食卓にやさしい幸せを届けるパン屋を目指す。






3.申請者の略歴など
	　・経歴・職歴・業務内容
	年　月
	経  歴

	2015年4月
	〇〇大学を3月卒業後4月に○○福祉法人に入社

	2020年3月
	〇〇福祉法人を退社

	2020年4月
	○○会社入社、入社後営業職に勤務

	2025年3月
	〇〇会社を退社

	2025年4月～
	〇〇パン屋にパートとして勤務中

	
	

	
	


　・保有資格
	取得日
	名称等

	2014年8月
	栄養士資格取得

	2014年10月
	調理士資格取得

	2018年3月
	介護福祉士資格取得

	2012年6月
	普通運転免許


　・人的ネットワーク
　福祉法人で勤務した経験があり○○町の施設長と面識があり、いまでも年賀状のやり取り等は続いている。また、5年間の営業職で培った人的ネットワークにより、仕入先予定会社とのつながりがある。
　・その他





4.事業内容詳細
	　・週の営業日数及び営業時間
　　　営業日：週　6　日（月曜日休み（祝祭日の場合火曜日休み））　営業時間：10時から18時まで
　
・ターゲット市場・需要予測・マーケットの分析等
　市内でのパン屋はある程度の数があるが、介護用食パンなどは高齢化社会を迎えニーズがある。


　・販売先・販売方法等
	相手先
	販売方法等
	備考

	介護福祉施設
	配送サービス
	

	要介護者の家族
	店頭販売
	

	40～50歳代程度の女性客
	店頭販売
	

	
	
	





　・具体的な商品・製品・サービスの内容と提供価格
	品目
	詳細
	価格帯

	柔らか食パン
	1欣
	800円～1,500円

	柔らかフルーツサンド
	1個
	300円～500円

	柔らか菓子パン
	1個
	200円～500円

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　・仕入先等
	相手先
	所在地
	詳細
	備考（URL等）

	○○商事
	広島市中区
	食品総合商社
	https//○○/

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　・販促、集客方法等
	内容
	方法等
	備考

	SNSにて発信
	毎日のパンの出来上がりを写真付きで発信
	インスタ

	口コミ
	元同僚たちに口コミをしてもらう
	

	チラシの配布
	開業時に新聞チラシ
	○○新聞〇〇部予定

	
	
	


　・セールスポイント（独自性や他の事業者と比較して優れている点や競争優位性等）
　元勤務先の〇〇福祉法人に営業を行い、内諾を得ている。






　・地域資源活用等
　安芸高田市産のフルーツ(ゆず・梨など)を使用し、柔らかフルーツサンドの試作品を作り、元の勤務先の施設長に食べて頂いたところ、好評を得たので、今後とも安芸高田市産のフルーツを使用する予定。





5.実施体制等
	　・従業員の状況（申請者を含む）
	業務内容
	従業員の状況（人）

	
	1年目
	2年目
	3年目

	パンの製造・経理総務（申請者）
	1人
	1人
	1人

	配送（パート）
	1人
	1人
	1人

	店頭販売（パート）
	配送と兼務
	配送と兼務
	主務で1人


　　備考：申請者（起業者）を除き3年目には2人のパ－ト勤務者を雇用予定

・組織図等（別紙で提出も可）
　　　　　　　　　　　　総合責任者
　　　　　　　　　　　　（申請者）
　　　　　　　　　　　　　　↓
製造部門　→　配送部門　→　店頭販売部門

・事業開始後の課題と対応策
　現在、元勤務先の○○福祉法人には内諾を得ているが、事業開始後も継続的に契約が結ばれるかどうかは未確定である。そのため、事業開始時以降は〇〇福祉法人以外にも継続的に営業活動を行っていく必要がある。また、インスタの活用以外に開業後はオンラインショップの開設などによる非対面注文と配送サービスを総合的に活用する仕組みを整備する。







6.実施スケジュールについて
	　
	項目
	期間
	項目
	期間

	起業イメージの具限化
	2025年8月～
2025年12 月
	特定創業支援事業の受講
	2026年1 月～
2026年1 月

	借入先との調整
	2026年2月～
2026年5月
	仕入先との調整
	2026年2月～
2026年4 月

	販売ルートの構築
	2026年2月～
2026年4 月
	人材の確保
	2026年7月～
2026年8 月

	事業所購入または賃貸借契約の締結
	2026年7月～
2026年8 月
	事業所の改装工事・設備備品の調達
	2026年7月～
2026年8 月

	広報・販促活動
	2026年5月～
	各種届出
	2026年8 月

	
	年  月～ 年  月
	
	年  月～ 年  月


＊その他起業するにあたり、必要なステップがあれば追記





7.設備投資と資金計画
	・事業所改修等
	名称/内容
	見積先
	金額（円）

	事業所改修/店舗内装工事　一式  
(住居部分あり　見積書に詳細記載)
	○○工務店（税込）
	2,200,000

	敷金
	〇〇不動産
	150,000

	
	
	

	合　計
	
	2,350,000


　・設備備品等
	名称/型番
	個数
	見積先
	金額（円）

	パン焼き機　（P―0001）
	2台
	〇〇商事（税込）
	1,440,000

	冷凍冷蔵庫　（R―-0002）
	1台
	〇〇商事（税込）
	230,000

	冷蔵ショーケース（S―0003）
	1台
	〇〇商事（税込）
	165,000

	配送用自動車（○○製軽バン中古）
	1台
	〇〇自動車販売（税込）
	970,000

	エアコン取換（○○製E0004　築30年の事業所であり、エアコンもその当時のものと思われ、取換が必要。見積書に詳細記載）
	1式
	〇〇家電販売店（税込）
	220,000

	合　計
	
	3,025,000


　・起業開始時運転資金（各々の費用の3ケ月を計上）
	名称/内容
	見積先
	金額（円）

	初回商品仕入
	〇〇商事他（税込）
	518,000

	店舗家賃/3ｹ月
	〇〇不動産
	150,000

	スタッフ人件費
	＠120,000×3ｹ月×1人
	360,000

	光熱水費用他諸経費
	概算
	540,000

	
	
	

	合　計
	
	1,568,000


 　・合計
	必要資金合計（円）

	6,943,000


　・資金計画
	調達先
	金額（円）
	備考

	自己資金
	2,993,000
	貯金（通帳の写し別添添付）

	銀行借入
	2,000,000
	〇〇銀行（年利率〇％元利均等返済　契約書別添添付）

	親族借入
	750,000
	兄弟姉妹より（覚書別添添付）

	起業支援事業補助金
	1,200,000
	

	合　計
	6,943,000
	


　


　8.収支計画
	　・開業当初の月次収支予想
	内容
	金額（円）
	算出根拠（単位：円）

	A　売上高　　　　①
	880,000
	①　◆団体客（法人）配送（週4日の契約）
　　＠10,000×16回＝160,000
　　◆個人客
　　パン平均単価
　　平日　＠450× 50個×16日＝360,000
　　土日　＠450×100個× 8日＝360,000
②　売上原価率　50％
 （パン屋の平均売上原価率　30%　開業当初は
50％で計算）
③　スタッフ給与（週5日勤務）
　　1,500×4H×20日＝120,000
④　家賃　50,000  敷金　150,000
⑤・⑥・⑦・⑧・⑨　概算
⑩　起業支援事業補助金
⑪　機械設備費支払    　3,025,000
　　店舗改修費支払　　　2,200,000
　　親族借入分支払　750,00÷36回≒21,000    

	B　売上原価　　　②
	440,000
	

	C　売上総利益
	440,000
	

	D　販売費・一般管理費
	500,000
	

	
	人件費　　　　③
	120,000
	

	
	地代家賃      ④
	200,000
	

	
	水道光熱費    ⑤
	100,000
	

	
	通信費　　　　⑥
	20,000
	

	
	旅費交通費    ⑦
	10,000
	

	
	備品・消耗品  ⑧
	30,000
	

	
	その他経費    ⑨
	20,000
	

	E　営業利益（C－D）
	△60,000
	

	F　営業外収益    ⑩
	800,000
	

	G　営業外費用(支払利息等)⑩ 
	5,246,000
	

	H　経常利益（E+F-G）
	△4,506,000
	



・1年後の月次収支予想
	内容
	金額（円）
	算出根拠

	A　売上高　　　　①
	1,159,000
	①　◆団体客（法人）配送（週4日の契約）
　　＠10,000×16回＝160,000
　　◆個人客
　　パン平均単価
　　平日　＠450× 70個×18日＝567,000
　　土日　＠450×120個× 8日＝432,000
②　売上原価率　45％
 （パン屋の平均売上原価率　30%　
1年後は45％で計算）
③　スタッフ給与（週5日勤務）
　　1,600×4H×20日＝128,000
④　家賃　50,000 
⑤・⑥・⑦・⑧・⑨　概算
⑩　親族借入分支払　750,00÷36回≒21,000
　　銀行借入分元金利息支払い
　　元金/月 5,000 利息/月5,000　＝10,000

	B　売上原価　　　②
	521,500
	

	C　売上総利益
	637,500
	

	D　販売費・一般管理費
	428,000
	

	
	人件費　　　　③
	128,000
	

	
	地代家賃      ④
	50,000
	

	
	水道光熱費    ⑤
	150,000
	

	
	通信費　　　　⑥
	20.000
	

	
	旅費交通費    ⑦
	10,000
	

	
	備品・消耗品　⑧
	50,000
	

	
	その他経費    ⑨
	20,000
	

	E　営業利益（C－D）
	209,500
	

	F　営業外収益    
	0
	

	G　営業外費用(支払利息等)⑩
	31,000
	

	H　経常利益（E+F-G）
	178,500
	




	　・2年後の月次収支予想
	内容
	金額（円）
	算出根拠

	A　売上高　　　　①
	1,393,000
	①　◆団体客（法人）配送（週4日の契約）
　　＠10,000×16回＝160,000
　　◆個人客
　　パン平均単価
　　平日　＠450× 90個×18日＝729,000
　　土日　＠450×140個× 8日＝504,000
②　売上原価率　40％
 （パン屋の平均売上原価率　40%　
2年後は40％で計算）
③　スタッフ給与（週5日勤務）
　　1,700×4H×20日＝136,000
④　家賃　50,000 
⑤・⑥・⑦・⑧・⑨　概算
⑩　親族借入分支払　750,00÷36回≒21,000
　　銀行借入分元金利息支払い
　　元金/月 5,000 利息/月5,000　＝10,000

	B　売上原価　　　②
	557,200
	

	C　売上総利益
	835,800
	

	D　販売費・一般管理費
	458,000
	

	
	人件費　　　　③
	136,000
	

	
	地代家賃      ④
	50,000
	

	
	水道光熱費    ⑤
	170,000
	

	
	通信費　　　　⑥
	20,000
	

	
	旅費交通費　　⑦
	12,000
	

	
	備品・消耗品　⑧
	50,000
	

	
	その他経費    ⑨
	20,000
	

	E　営業利益（C－D）
	377,800
	

	F　営業外収益    
	0
	

	G　営業外費用(支払利息等)⑩
	31,000
	

	H　経常利益（E+F-G）
	346,800
	



・3年後の月次収支予想
	内容
	金額（円）
	算出根拠

	A　売上高　　　　①
	1,837,000
	①　◆団体客（法人）配送（週4日×2法人）』　
　　＠10,000×32回＝320,000
　　◆個人客
　　パン平均単価
　　平日　＠450×110個×18日＝891,000
　　土日　＠450×160個× 8日＝576,000
　　◆個人客
　　オンライン販売　＠1,000×50個＝50,000
②　売上原価率　30％
 （パン屋の平均売上原価率　30%　
3年後は30％で計算）
③　スタッフ給与
　　1,800×4H×20日＝144,000
    1,600×4H×20日＝128,000
④　家賃　50,000 
⑤・⑥・⑦・⑧・⑨　概算
⑨　銀行借入分元金利息支払い
　　元金/月 5,000 利息/月5,000　＝10,000
　　親族借入分は完済

	B　売上原価　　　②
	551,100
	

	C　売上総利益
	1,285,900
	

	D　販売費・一般管理費
	632,000
	

	
	人件費　　　　③
	272,000
	

	
	地代家賃      ④
	50,000
	

	
	水道光熱費    ⑤
	190,000
	

	
	通信費　　　　⑥
	25,000
	

	
	旅費交通費    ⑦
	15,000
	

	
	備品・消耗品　⑧
	60,000
	

	
	その他経費    ⑨
	20,000
	

	E　営業利益（C－D）
	653,900
	

	F　営業外収益    
	0
	

	G　営業外費用(支払利息等)⑩
	10,000
	

	H　経常利益（E+F-G）
	643,900
	






9.安芸高田市起業支援事業収支予算
	 ・収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	起業に要する必要資金
	算出根拠

	自己資金
	2,993,000
	7.設備投資と資金計画に記載

	本事業による補助金
	1,200,000
	下記に記載

	借入等
	2,000,000
	7.設備投資と資金計画に記載

	その他（親族から借入）
	750,000
	7.設備投資と資金計画に記載

	合　計
	6,943,000
	


　・支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	補助対象事業区分
	総事業費
	補助対象事業費
（税込）
	
	補助金
充当額

	
	
	
	補助対象経費
（税外経費）
	

	
	
	A
	B
	（B×1/2）＝C

	事業所改修事業
	2,350,000
	1,200,000
(店舗改修2,200,000のうち住居部分を除く)
	1,080,000
	540,000

	設備備品整備事業
	3,025,000
	2,055,000
(設備費3,025,000の
うち自動車を除く)
	1,849,500
	924,000

	起業開始時事業
	1,568,000
	150,000
(事業所家賃3ｹ月分)
	150,000
	75,000

	合  計
	6,943,000
	3,405,000
	3,079,500
	1,000,000
（補助上限額100万円）


＊補助対象経費は、消費税を除いて計上  ＊補助金充当額は、千円未満を切り捨てて計上



	10.事業の計画と実施について
　この事業計画書の作成にあたり起業相談を受け,事業の実施について今後も相談に応じます。

　　　　　　年　　　月　　日

　認定連携創業支援等事業者　安芸高田市商工会　会長　〇〇　　〇〇　　　　　　印



